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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第22期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第21期

会計期間

自　平成21年
　　　１月１日
至　平成21年
　　　３月31日

自　平成20年
　　　１月１日
至　平成20年
　　　12月31日

売上高 (千円) 751,6963,017,820

経常損失 (千円) 75,6351,446,345

四半期(当期)純損失 (千円) 71,934 491,155

純資産額 (千円) 945,7321,018,752

総資産額 (千円) 3,243,4293,055,966

１株当たり純資産額 (円) 32,566.5535,081.02

１株当たり四半期
(当期)純損失

(円) 2,477.0716,971.18

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 29.2 33.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,526 △857,797

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △12,709 966,085

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 208,411△533,438

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 922,321 731,145

従業員数 (名) 30 33

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第21期及び第22期第１四半期連結累計(会計)　期

間は潜在株式がありませんので記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ウィーヴ(E05334)

四半期報告書

 2/24



２ 【事業の内容】

当第1四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年3月31日現在

従業員数(名) 30[13]

(注) 従業員数の[外書]は、業務委託の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年3月31日現在

従業員数(名) 19
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

　

(2) 受注実績

該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

テレビ・キャラクター事業 267,884

出版事業 483,812

合計 751,696

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

日本出版販売㈱ 142,104 18.9

㈱トーハン 122,983 16.4

㈱小学館集英社プロダクション 91,370 12.2

マイメロディきららっ☆製作委員会 90,000 12.0

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成21年1月13日開催の取締役会において、アント・コーポレートアドバイザリー株式会社（以

下「ＡＣＡ」といいます。）が運営する投資事業有限責任組合であるＡＣＡグロース1号投資事業有限責任

組合及びＭＣＰシナジー1号投資事業有限責任組合（以下「ＡＣＡファンド」といいます。）による、当社

普通株式を対象とした公開買付け（以下、「本公開買付け」といいます。）について、賛同の意見を表明す

ることを決議いたしました。

　本公開買付けは、平成20年1月14日から平成20年3月2日まで実施され、本公開買付けの成立により、ＡＣＡ

ファンドは当社株式を24,368株（発行済株式総数の83.91％）取得し、当社の筆頭株主になりました。

詳細につきましては、平成21年1月13日発表の「当社株式に対する公開買付けに関する賛同意見表明のお

知らせ」及び、平成21年3月3日発表の「主要株主である筆頭株主及び主要株主の異動に関するお知らせ」

をご覧下さい。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（1）財政状態の分析
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　（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は2,211百万円で、前連結会計年度末に比べ、

201百万円増加しております。現金及び預金の増加191百万円が主な要因であります。

　（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は1,032百万円で、前連結会計年度末に比べ、

13百万円減少しております。長期貸付金の減少２百万円、長期前払費用の減少9百万円により、投資その

他の資産が13百万円減少いたしました。

　（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は2,057百万円で、前連結会計年度末に比べ、

51百万円増加しております。前受金は36百万円減少いたしましたが、返品調整引当金が72百万円増加い

たしました。

　（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は240百万円で、前連結会計年度末に比べ、208

百万円増加しております。新規に発生した長期借入金225百万円が主な要因であります。

　（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の部の残高は945百万円で、前連結会計年度末に比べ、

73百万円減少しております。利益剰余金が71百万円減少しております。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は922百万円と前連結会計年度

末比では191百万円の増加となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間は、税金等調整前四半期純損失を71百万円、返品調整引当金の増加72百万

円等を計上した結果、営業活動によるキャッシュ・フローは4百万円の資金の使用となりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間は、「おねがいマイメロディ」シリーズ他の映像マスター製作19百万円

により、投資活動によるキャッシュ・フローは12百万円の資金の使用となりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間は、長期借入金225百万円の発生により、財務活動によるキャッシュ・フ

ローは208百万円の資金を獲得いたしました。

　

（3）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライム住宅ローン問題を背景とするアメリ

カ経済の減速や金融資本市場の変動、原油価格の高騰といった動向の中、景気の先行きに予断を許せぬ状

況となりました。 

　当社グループを取り巻く事業環境におきましては、媒体メディアの多様化、少子化及びクライアント各

社の事業再編による影響が急速に進行しており、既存のビジネスモデルによる成長に限界が生じつつあ

るという厳しい状況が続いております。 

　こうしたなか当社は、テレビアニメーションの番組枠数の絞り込み、出版事業の強化を通じた体質転換

の途上にあります。 

　テレビ・キャラクター事業では、「セサミストリート」の版権事業、「おねがいマイメロディ」シリー

ズの企画制作、版権業務を中心に、出版事業では、分冊百科「マクロス・クロニクル」の発行に取り組み

ましたが、当連結会計年度において、当社がコンテンツ開発に注力を行ったことや、連結子会社の株式会

社ヴィレッジブックスの出版物に関し刊行書籍の絞込みを行ったため、当第1四半期連結会計期間の売上

高は前年同期比115百万円減の751百万円となり、当第1四半期連結会計期間の営業損失75百万円、経常損

失75百万円、四半期純損失71百万円をそれぞれ計上することとなりました。 

　

事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。

　

テレビ・キャラクター事業

当事業は、前連結会計年度に引き続き「おねがいマイメロディきららっ☆」の放送を行いました。
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また「セサミストリート」を始めとするテレビ番組の放送が終了しているコンテンツのキャラク

ター事業等を行った結果、売上高は267百万円、営業損失は6百万円となりました。

出版事業

当事業は、分冊百科「マクロス・クロニクル」及び連結子会社株式会社ヴィレッジブックスの

「トワイライト」シリーズ他の影響により、売上高は483百万円、営業利益は16百万円となりました。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 116,160

計 116,160

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年3月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年5月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,040 29,040
ジャスダック
証券取引所

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

計 29,040 29,040 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年1月1日～
平成21年3月31日

― 29,040― 1,166,974― ―

　

(5) 【大株主の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの主要株主の異動は、次のとおりで

あります。

当該主要株主の所有する株式の数

　異動前　ＡＣＡグロース1号投資事業有限責任組合：　 　0株

　　　　　ＭＣＰシナジー1号投資事業有限責任組合：　 　0株

　　　　　鈴木　徹也　　　　　　　　　　　 　　： 6,232株

　異動後　ＡＣＡグロース1号投資事業有限責任組合：13,538株

　　　　　ＭＣＰシナジー1号投資事業有限責任組合：10,830株

　　　　　鈴木　徹也　　　　　　　 　　　　　　：　 　0株

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の内容が確認できず、記載するこ
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とができませんので、直前の基準日である平成21年3月13日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年3月13日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　

議決権制限株式(その他) ― ― 　

完全議決権株式(自己株式等) ― ― 　

完全議決権株式(その他) 普通株式　29,040 29,040
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 29,040 ― ―

総株主の議決権 ― 29,040 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年3月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　1月 　2月 　3月

最高(円) 16,04016,00015,700

最低(円) 6,02014,13014,800

(注)株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。　

　

EDINET提出書類

株式会社ウィーヴ(E05334)

四半期報告書

 9/24



３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

　

役名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(千株)
就任年月日

取締役 岡田　洋介 昭和20年6月23日

昭和43年4月 株式会社鳥羽洋行入社

2年 ― 平成21年4月27日

昭和50年9月 株式会社光洋機械商事代表取締

役社長

昭和61年3月 株式会社小学館プロダクション

入社

平成15年4月 株式会社小学館プロダクション

メディア事業局執行役員

平成20年7月 株式会社ウィーヴ入社

平成20年9月 株式会社ヴィレッジブックス取

締役（現任）

取締役 東　明浩 昭和36年9月23日

昭和61年4月 株式会社リクルート入社

2年 ― 平成21年4月27日

平成12年1月 ウィット・キャピタル証券株式

会社入社

平成14年4月 日興アントファクトリー株式会

社（現アント・キャピタル・

パートナーズ株式会社）入社

平成14年4月 エーエフジェー・パートナーズ

証券株式会社代表取締役

平成17年4月 アント・コーポレートアドバイ

ザリー株式会社代表取締役社長

（現任）

平成18年5月 アントケアホールディングス株

式会社代表取締役（現任）

取締役 堀江　聡寧 昭和47年9月29日

平成8年4月 住友商事株式会社入社

2年 ― 平成21年4月27日

平成17年4月 住商オートインベストメント株

式会社取締役

平成19年9月 株式会社ウイルプラスホール

ディングス取締役（現任）

平成20年1月 メディア・キャピタル・パート

ナーズ株式会社取締役

平成20年7月 株式会社福岡クライスラー取締

役（現任）

平成21年1月 アント・コーポレートアドバイ

ザリー株式会社入社

　

(2) 退任役員

　

役名 氏名 退任年月日

取締役 亀山　泰夫 平成21年4月27日

　

(3) 役職の異動

　　その他、前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役職の
　異動はありません。　
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する

内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四

半期連結財務諸表規則を適用しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成21年　１月

１日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半

期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年3月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 901,359 710,300

受取手形及び売掛金（純額） ※１
 1,000,633

※１
 958,597

有価証券 20,961 20,845

たな卸資産 ※２
 225,453

※２
 206,769

その他 ※１
 62,716

※１
 113,288

流動資産合計 2,211,124 2,009,799

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 35,361 37,388

映像マスター(純額） 78,505 75,306

その他（純額） 15,707 16,900

有形固定資産合計 ※３
 129,574

※３
 129,595

無形固定資産

無形固定資産合計 2,606 2,762

投資その他の資産

投資有価証券 404,591 406,401

長期貸付金（純額） ※１
 5,001

※１
 7,603

生命保険積立金 ※４
 288,287 287,939

その他 ※１
 202,243

※１
 211,862

投資その他の資産合計 900,123 913,807

固定資産合計 1,032,304 1,046,166

資産合計 3,243,429 3,055,966

負債の部

流動負債

業務未払金 1,130,043 1,109,814

1年内返済予定の長期借入金 66,560 66,720

賞与引当金 16,155 8,237

返品債権特別勘定 113,327 112,912

返品調整引当金 410,908 338,553

仮受金 292,885 291,038

その他 27,330 78,158

流動負債合計 2,057,210 2,005,435

固定負債

長期借入金 225,102 16,520

繰延税金負債 111 836

退職給付引当金 15,272 14,422

固定負債合計 240,486 31,778

負債合計 2,297,696 2,037,213
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年3月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,166,974 1,166,974

資本剰余金 409,795 409,795

利益剰余金 △631,205 △559,270

株主資本合計 945,564 1,017,498

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 167 1,254

評価・換算差額等合計 167 1,254

純資産合計 945,732 1,018,752

負債純資産合計 3,243,429 3,055,966
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年1月１日
 至 平成21年3月31日)

売上高 751,696

売上原価 611,221

売上総利益 140,474

販売費及び一般管理費 ※１
 216,072

営業損失（△） △75,597

営業外収益

受取利息 1,059

受取配当金 145

為替差益 2,476

その他 482

営業外収益合計 4,164

営業外費用

支払利息 724

株式公開費用 3,478

営業外費用合計 4,202

経常損失（△） △75,635

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,986

特別利益合計 3,986

税金等調整前四半期純損失（△） △71,649

法人税、住民税及び事業税 284

法人税等合計 284

四半期純損失（△） △71,934
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年1月１日
 至 平成21年3月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △71,649

減価償却費 19,277

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,986

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,917

返品債権特別勘定の増減額（△は減少） 414

返品調整引当金の増減額（△は減少） 72,355

退職給付引当金の増減額（△は減少） 850

受取利息及び受取配当金 △1,205

支払利息 724

売上債権の増減額（△は増加） △21,288

たな卸資産の増減額（△は増加） 333,729

仕入債務の増減額（△は減少） 20,229

その他 △361,869

小計 △4,500

利息及び配当金の受取額 1,205

利息の支払額 △947

法人税等の支払額 △283

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,526

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △19,099

貸付金の回収による収入 6,678

その他 △289

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,709

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △16,680

長期借入れによる収入 225,102

配当金の支払額 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー 208,411

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 191,175

現金及び現金同等物の期首残高 731,145

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 922,321

EDINET提出書類

株式会社ウィーヴ(E05334)

四半期報告書

15/24



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年1月1日　至　平成21年3月31日)

当社グループは平成19年12月期から当第1四半期連結会計期間まで継続的な営業損失を計上し、ま

た、平成20年12月期から当第1四半期連結会計期間まで継続的にマイナスの営業キャッシュ・フローを

計上しております。これにより、当社グループには継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しており

ます。

　当社グループは、当該状況を解消すべく、不振の連結子会社である株式会社ヴィレッジブックスが営

む出版事業の建て直し、管理体制の強化、人員削減などコスト抑制を骨子とした経営計画を作成すると

共に、筆頭株主であるアント・コーポレートアドバイザリー株式会社から2名の社外取締役及び経営ス

タッフの派遣を受け、管理体制の強化、資金繰りの安定化、同社が持つメディア・コンテンツ業界にお

ける知見、ネットワークを活用した新規ビジネスの展開といった経営支援を受け、当社グループの経営

計画を実現するための施策を実施してまいります。また、当第1四半期連結会計期間の業績につきまし

ては、年初作成した事業計画通りに推移しております。

　四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を四半

期連結財務諸表には反映しておりません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)

会計処理の原則及び手続の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　　　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収

益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

　これによる、当第１四半期連結累計期間の売上総利益、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

に与える影響は軽微であります。また、セグメント情報に与える影響も軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)

１　棚卸資産の評価方法

　　　　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

　　　　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

※１資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　流動資産 25,423千円

　　投資その他の資産 52,532千円

※１資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　流動資産 20,881千円

　　投資その他の資産 61,060千円

※２たな卸資産の内訳

　　商品 79,004千円

　　未成業務支出金 146,448千円

※２たな卸資産の内訳

　　商品 97,918千円

　　未成業務支出金 108,851千円

※３有形固定資産の減価償却累計額　　5,258,321千円※３有形固定資産の減価償却累計額　　5,239,200千円

※４担保資産

担保に供されている資産について、事業の運営　に
おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の
末日に比べて著しい変動が認められるもの

　　保険積立金 274,328千円

―――――

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日 
 至　平成21年3月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　賞与引当金繰入額 6,278千円

　　退職給付費用 850千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日 
 至　平成21年３月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対　

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 901,359千円

有価証券 20,961千円

現金及び現金同等物 922,321千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成21年1月1日　至　平成21年3月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,040

　

２　自己株式に関する事項

　　　　　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項
　　　　該当事項はありません。
　　　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引については通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、当第１四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではなく、かつ、前

連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年1月1日　至　平成21年３月31日)

　

　
テレビ・キャ
ラクター事業
(千円)

出版事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

267,884483,812751,696 ― 751,696

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

―
 

―
 

―
 

―
 

―

計 267,884483,812751,696 ― 751,696

営業利益(又は営業損失(△)) △6,486 16,548 10,062△85,659△75,597

(注)　(1)事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 (2)各区分の主なコンテンツ

          1.テレビ・キャラクター事業…「セサミストリート」「おねがいマイメロディ」シリーズ

          2.出版事業………………………「マクロス・クロニクル」株式会社ヴィレッジブックス業務全般

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年1月1日　至　平成21年3月31日)

　全セグメントの売上高の合計額に占める「日本」の割合は90％を超えているため、記載を省略してお
ります。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年1月1日　至　平成21年3月31日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末

(平成21年3月31日)
前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

　 　

　 32,566円55銭
　

　 　

　 35,081円02銭
　

　

２　１株当たり四半期純損失

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日 
 至　平成21年3月31日)

１株当たり四半期純損失 2,477円07銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
きましては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在
株式が存在しないため、記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日 
 至　平成21年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 71,934

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 71,934

普通株式の期中平均株式数(千株) 29

　

(重要な後発事象)

当第1四半期連結会計期間（自　平成21年1月1日　至　平成21年3月31日）

　平成21年4月27日開催の当社の臨時株主総会及び普通株主による種類株主総会において、「定款一部

変更の件」および「全部取得条項付株式の取得の件」が決議されました。これらの決議に伴い、株式会

社ジャスダック証券取引所（以下「ジャスダック証券取引所」といいます。）の株券上場廃止基準に

従い、当社の発行する株式は平成21年4月28日から同年5月26日まで整理銘柄へ指定され、同年5月27日

に上場廃止になります。また、上場廃止後は当社の発行する株式をジャスダック証券取引所において取

引することはできません。

　なお、上記に関する日程は以下の通りです。

　平成21年4月27日（月）　　　 臨時株主総会及び普通株主による種類株主総会開催

　平成21年4月28日（火）　　　 整理銘柄への指定

　平成21年5月26日（火）(予定) 当社普通株式の売買最終日

　平成21年5月27日（水）(予定）当社普通株式の上場廃止日

　平成21年6月 1日（月）(予定）全部取得条項付株式の取得及び普通株式交付の基準日

　平成21年6月 2日（火）(予定）全部取得条項に係る定款一部変更の効力発生日

　平成21年6月 2日（火) (予定）全部取得条項付株式全部の取得及び普通株式交付の効力発生日
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２【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ウィーヴ(E05334)

四半期報告書

21/24



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月15日

株式会社ウィーヴ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田　　代　　清　　和　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　福　　田　　慶　　久　　印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ウィーヴの平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成21年１月１日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウィーヴ及び連結子会社の平成21年

３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　追記情報

　１．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続的な営業損失の計上及び継続的なマイナ

スの営業キャッシュ・フローを計上している状況にある。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑

義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継

続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していな

い。

　２．重要な後発事象に記載のとおり、平成21年４月27日開催の臨時株主総会及び普通株主による種類株主総会に

おける決議に伴い、株式会社ジャスダック証券取引所の株券上場廃止基準に従い、会社の発行する株式は、平

成21年５月27日に上場廃止となる。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
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(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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